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能
「
隅
田
川
」
の
舞
台
は
、
そ
の
昔
、
在
原
業
平
が
遠
く
都
を
離
れ
た
隅
田
川
の
ほ
と
り
で
水
面
に
群
な
し
て
浮
か
ぶ

白
い
鳥
を
見
て
「
名
に
し
負
は
ば 

い
ざ
言
問
は
ん
都
鳥 

我
が
思
う
人
は
あ
り
や
な
し
や
」
と
歌
に
詠
ん
だ
と
さ
れ
る

地
で
す
。 

 

能
「
隅
田
川
」
は
近
世
芸
能
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
名
曲
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
謡
蹟
は
隅
田
川
周
辺
に
い
く
つ

か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
隅
田
川
西
河
畔
に
は
、
梅
若
丸
の
母
が
、
子
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
髪
を
お
ろ
し
て
庵
を
結
ん
だ

と
い
う
妙
亀
塚
（
台
東
区
橋
場
・
妙
亀
塚
公
園
）
が
あ
り
、
詞
章
に
も
出
て
く
る
「
浅
茅
ヶ
原
」
は
浅
草
寺
の
北
側
に
広

が
る
原
野
で
、
中
世
は
葬
送
の
場
所
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
今
回
は
隅
田
川
東
河
畔
白
鬚
橋
北
に
あ
る
天
台
宗
梅
若
山

木
母
寺
（
東
京
都
墨
田
区
堤
通
）
を
訪
ね
ま
し
た
。
縁
起
に
よ
れ
ば
貞
元
二
年
（
９
７
７
）
忠
円
阿
闍
梨
に
よ
っ
て
梅
若

寺
と
し
て
開
か
れ
、
後
の
慶
長
十
二
年
に
木
母
寺
（
梅
の
字
よ
り
「
木
」「
母
」
）
と
さ
れ
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
演
能
当
日
の
舞
台
が
無
事
に
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
ご
祈
祷
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
応
対
に
出
ら
れ
た
副
住
職

の
阿
部
亮
照
氏
が
「
ま
だ
出
来
た
ば
か
り
で
す
が
」
と
、
本
堂
二
階
に
あ
る
祈
祷
所
に
ご
案
内
下
さ
っ
た
う
え
、
ご
好
意

で
、
昨
年
（
２
０
０
８
年
）
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
開
館
十
周
年
記
念
展
「
隅
田
川
文
化
の
誕
生
―
梅
若
伝
説
と
幻
の

町
・
隅
田
宿
」
で
展
示
さ
れ
た
寺
宝
「
梅
若
権
現
御
縁
起
」
の
複
写
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
資
料
に

よ
れ
ば
、
中
世
の
隅
田
川
西
側
に
は
石
浜
宿
、
東
側
は
隅
田
宿
が
そ
れ
ぞ
れ
奥
州
へ
の
街
道
筋
に
あ
り
、
渡
し
場
と
し
て

も
賑
わ
う
都
市
的
な
場
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で
都
を
遠
く
離
れ
た
鄙
び
た
土
地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
い
ま
し
た

が
、
能
「
隅
田
川
」
の
悲
劇
は
、
中
世
に
多
く
横
行
し
て
い
た
人
買
い
に
よ
る
子
別
れ
の
悲
劇
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
気

が
し
て
、
知
る
人
の
い
な
い
東
国
で
我
が
子
を
失
っ
た
梅
若
の
母
が
い
っ
そ
う
哀
れ
に
思
え
る
と
と
も
に
、
里
人
に
よ
っ

て
手
厚
く
葬
ら
れ
た
こ
と
に
救
い
を
感
じ
ま
し
た
。
隅
田
宿
は
墨
堤
の
築
造
と
奥
州
街
道
の
付
替
え
に
よ
り
、
内
陸
地
側

と
千
住
宿
へ
の
移
転
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
木
母
寺
の
あ
っ
た
場
所
も
当
時
と
は
違
い
ま
す
が
、
毎
年
必
ず
梅
若
丸
の
命

日
、
四
月
十
五
日
（
旧
歴
三
月
十
五
日
）
に
は
梅
若
忌
の
法
要
が
行
わ
れ
、
大
念
仏
の
代
わ
り
に
謡
が
奉
納
さ
れ
る
こ
と

は
今
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
木
母
寺
近
く
の
梅
若
小
学
校
の
教
科
書
副
読
本
に
は
「
隅
田
川
物
語
」
と
し
て
能
「
隅

田
川
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
児
童
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
浅
草
駅
か
ら
は
車
で
十
五
分
ほ
ど
、
最
寄
り
駅
は

東
武
伊
勢
崎
線
鐘
ヶ
淵
駅
徒
歩
十
分
。
桜
の
季
節
は
多
く
の
花
見
客
で
賑
わ
う
場
所
と
し
て
も
有
名
で
す
。 

 

平
成
二
十
一
年
皐
月
吉
日 
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       ←吾妻橋から隅田川上流を臨む
↓木母寺全景 写真の奥には高

速向島線の高架が見える。高

架下の隅田川東岸河川にはブ

ルーシートの列があった。 

←寺内の梅若塚 
↓木母寺副住職阿部氏と梅若堂の

前で 

←梅若堂 損傷が激しいため、周囲を

ガラスで囲っている 
 御堂の正面から塚と隅田川が見え

る。御堂のあちこちには戦争中に受

けた焼夷弾の跡が残る。 

↑梅若権現御縁起（複写） 
←梅若塚 


